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｛
研
究
ノ
ー
ト
一

｛
要
旨
一

本
稿
で
は
、
近
世
以
降
に
現
在
の
神
奈
川
県
域
で
あ
る
相
模
国
と
武
蔵
国
内

で
造
ら
れ
た
各
種
石
造
物
の
銘
か
ら
、
信
濃
国
Ｉ
特
に
伊
那
郡
高
遠
藩
出
身
（
長

野
県
伊
那
市
）
ｌ
の
高
遠
石
工
の
活
動
を
分
析
す
る
。
高
遠
石
工
は
、
江
戸
時
代

前
期
頃
か
ら
同
国
内
・
甲
斐
・
上
野
・
相
模
・
武
蔵
・
駿
河
・
美
濃
な
ど
へ
出
稼

ぎ
に
行
き
、
滞
在
先
で
様
々
な
石
造
物
の
製
作
に
従
事
し
た
。
着
目
す
る
対
象
は
、

近
世
中
期
以
降
に
庶
民
信
仰
の
隆
盛
に
伴
っ
て
造
立
さ
れ
た
地
蔵
や
庚
申
塔
な

ど
信
仰
に
関
わ
る
石
造
物
、
石
段
等
の
建
築
物
、
そ
し
て
高
遠
石
工
自
身
の
墓
で

あ
る
。こ

の
分
析
か
ら
、
造
立
年
代
、
造
立
地
域
、
石
工
の
出
身
地
に
つ
い
て
は
明

確
な
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
造
立
年
代
の
ピ
ー
ク
は
宝
暦
十
一

（
一
七
六
二
か
ら
明
和
七
二
七
七
○
）
年
で
二
基
あ
り
、
造
立
が
断
続
的

な
が
ら
も
多
く
み
ら
れ
た
の
は
厚
木
市
域
、
伊
勢
原
市
域
、
平
塚
市
域
で
あ
っ
た
。

石
工
の
出
身
地
は
、
高
遠
藩
領
藤
沢
郷
の
う
ち
北
原
村
と
荒
町
村
が
多
か
っ
た
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
｝

高

遠

石

工

石

造

物

出

稼

ぎ

ｌ
江
戸
時
代
中
期
か
ら
明
治
時
代
末
期
に
お
け
る

石

造

物

の

造

立

状

況

１

神
奈
川
県
内
の
高
遠
石
工
の
活
動

新

井

裕

美

河
・
美
濃
等
の
各
地
へ
出
稼
ぎ
を
し
、
そ
の
造
立
物
を
各
地
に
残
し
て
い
る
。
本
稿

は
こ
れ
ら
の
出
稼
ぎ
先
の
う
ち
、
現
在
の
神
奈
川
県
域
に
造
立
さ
れ
た
各
種
石
造
物

の
銘
か
ら
高
遠
石
工
の
活
動
を
分
析
す
る
。
現
在
の
神
奈
川
県
域
は
旧
相
模
国
と
武

蔵
国
の
南
部
が
そ
れ
に
当
た
る
が
、
本
稿
で
は
二
つ
の
旧
国
域
を
包
括
で
き
る
「
神

奈
川
県
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
て
そ
の
範
囲
を
分
析
対
象
と
し
た
。
ま
た
抽
出
し
た

デ
ー
タ
は
県
内
刊
行
の
自
治
体
誌
や
報
告
書
等
に
依
っ
た
。
県
内
の
高
遠
石
工
の
研

（

２

）

究
は
、
鈴
村
茂
の
厚
木
市
七
沢
地
域
に
お
け
る
高
遠
石
工
の
活
動
を
述
べ
た
も
の
や
、

（

３

）

澤
田
五
十
二
の
県
内
の
高
遠
石
工
に
よ
る
石
造
物
の
報
告
な
ど
が
あ
る
。
近
年
は
各

市
町
村
又
は
澤
田
の
よ
う
な
個
人
に
よ
る
調
査
に
よ
っ
て
高
遠
石
工
に
よ
る
石
造
物

は
少
し
ず
つ
報
告
さ
れ
て
き
て
は
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
分
析
し
、
個
々
に

刻
ま
れ
た
銘
を
分
析
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
高

（

４

）

遠
石
工
に
よ
る
石
造
物
に
刻
ま
れ
た
銘
に
着
目
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

筆
者
は
、
平
成
二
十
七
（
二
○
一
五
）
年
度
開
催
の
特
別
展
「
石
展
ｌ
か
な
が
わ

の
歴
史
を
彩
っ
た
石
の
文
化
ｌ
」
（
於
当
館
）
及
び
平
成
二
十
八
（
二
○
一
六
）
年
度

開
催
企
画
展
「
石
展
２
１
か
な
が
わ
の
大
地
が
生
み
出
し
た
石
材
ｌ
」
（
於
神
奈
川
県

立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
）
に
お
い
て
、
神
奈
川
県
内
に
お
け
る
高
遠
石
工
の
活

動
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
そ
の
成
果
を
展
示
し
た
が
、
両
展
示
だ
け
で
は
全
て

（

１

）

を
紹
介
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
．
そ
こ
で
本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
補
い
つ
つ
、
県

内
の
高
遠
石
工
の
活
動
を
取
り
上
げ
る
。

は
じ
め
に

｜
神
奈
川
県
内
の
高
遠
石
工
に
よ
る
石
造
物

表
１
は
神
奈
川
県
内
の
「
信
濃
国
石
工
」
又
は
「
高
遠
石
工
」
の
銘
を
有
す
る
石
造

高
遠
石
工
は
、
江
戸
時
代
前
期
頃
か
ら
信
濃
・
甲
斐
・
上
野
・
相
模
・
武
蔵
・
駿
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（
２
）
造
立
地
域

表
２
か
ら
造
立
地
域
に
つ
い
て
は
、
厚
木
市
や
清
川
村
が
属
す
る
愛
甲
郡
と
伊
勢

原
市
や
平
塚
市
が
属
す
る
大
住
郡
に
造
立
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

厚
木
市
や
伊
勢
原
市
で
の
製
作
数
が
突
出
し
て
い
る
の
は
、
当
地
域
が
七
沢
石
の
産

出
地
で
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
七
沢
石
と
は
、
厚
木
市
七
沢
を
中

心
に
産
出
し
、
そ
の
採
掘
の
開
始
は
定
か
で
は
な
い
が
江
戸
時
代
前
期
か
ら
昭
和
三

（

５

）

十
八
二
九
六
三
）
年
ま
で
の
約
三
○
○
年
間
に
わ
た
り
採
掘
さ
れ
た
石
材
で
あ
る
。

ひ

な

た

ま
た
、
伊
勢
原
市
日
向
・
上
粕
屋
で
は
昭
和
四
十
五
二
九
七
○
）
年
ま
で
日
向
石

が
、
清
川
村
煤
ヶ
谷
で
は
煤
ヶ
谷
石
が
採
掘
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
七
沢
石
と
同
じ
く

火
山
礫
凝
灰
岩
も
し
く
は
粗
粒
凝
灰
岩
で
、
丹
沢
層
群
煤
ヶ
谷
亜
層
群
大
沢
層
及
び

（
１
）
造
立
年
代

表
２
は
、
表
１
を
も
と
に
便
宜
上
十
年
ご
と
に
造
立
年
代
を
区
切
り
、
石
造
物
が

あ
る
地
域
の
み
を
挙
げ
て
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
県
内
の
高
遠
石
工
に
よ
る
石
造

物
の
初
出
は
、
表
１
恥
１
厚
木
市
下
荻
野
新
宿
に
あ
る
宝
永
三
二
七
○
六
）
年
の

題
目
塔
で
あ
る
．
そ
の
後
も
厚
木
市
や
伊
勢
原
市
を
中
心
と
し
て
幕
末
ま
で
断
続
的

に
続
き
、
明
治
時
代
前
期
で
も
厚
木
市
や
清
川
村
で
は
造
立
が
あ
る
。
宝
暦
十
一
（
一

七
六
こ
年
か
ら
寛
政
十
二
（
一
八
○
○
）
年
に
か
け
て
の
造
立
数
は
全
体
の
約
六

割
を
占
め
、
中
で
も
宝
暦
十
一
（
一
七
六
二
年
か
ら
明
和
七
二
七
七
○
）
年
は

最
多
の
十
一
基
に
も
な
る
。
神
奈
川
県
内
に
お
い
て
も
、
概
し
て
一
七
○
○
年
代
以

降
か
ら
庶
民
信
仰
の
隆
盛
に
よ
っ
て
各
種
石
造
物
が
盛
ん
に
造
立
さ
れ
始
め
る
が
、

物
の
一
覧
で
、
七
八
件
を
収
集
し
た
。
こ
の
中
か
ら
①
造
立
年
代
、
②
造
立
地
域
、
③

石
工
の
出
身
地
、
④
石
工
の
協
働
、
の
四
点
に
着
目
し
て
分
析
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

こ
の
年
間
の
造
立
数
が
他
の
年
代
と
比
べ
て
突
出
し
て
い
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

谷
太
郎
層
に
属
し
、
広
義
の
七
沢
石
と
称
す
る
こ
と
も
あ
る
。
七
沢
石
は
ね
ば
り
が

あ
っ
て
道
具
の
つ
き
が
良
い
（
滑
ら
か
な
加
工
が
で
き
る
）
の
で
細
工
に
向
い
て
い

る
と
い
わ
れ
、
仏
石
（
墓
石
）
や
建
築
用
材
、
特
に
火
に
強
い
の
で
か
ま
ど
に
は
最

（

６

）

適
で
あ
っ
た
と
い
う
。
石
材
供
給
地
で
そ
の
加
工
に
携
わ
る
こ
と
は
、
受
注
に
す
ば

や
く
対
応
で
き
て
効
率
的
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

明
治
時
代
以
降
の
製
作
は
二
基
（
恥
刈
・
布
）
あ
る
。
江
戸
時
代
末
期
に
近
づ
く

に
つ
れ
て
高
遠
石
工
の
活
動
が
減
少
す
る
理
由
と
し
て
、
高
遠
藩
領
内
で
養
蚕
業
が

盛
ん
に
な
り
出
稼
ぎ
を
せ
ず
に
主
に
自
営
の
家
業
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

（

７

）

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
明
治
時
代
に
な
っ
て
か
ら
居
住
の
制
限
が
解
か
れ
た
こ
と

に
よ
り
領
内
よ
り
も
仕
事
や
利
益
を
多
く
得
る
こ
と
が
で
き
た
出
稼
ぎ
地
へ
定
着
・

永
住
し
た
こ
と
と
、
高
遠
石
工
以
外
に
も
地
元
の
石
工
が
増
加
し
た
た
め
と
い
う
指

（

８

）

摘
も
あ
る
。
厚
木
市
七
沢
で
は
、
当
地
に
定
着
し
現
在
で
も
石
屋
を
営
ん
で
い
る
高

遠
石
工
の
子
孫
が
い
る
。

（
３
）
石
工
の
出
身
地

せ

ば

か

わ

く

だ

り

高
遠
藩
領
内
の
筑
摩
郡
洗
馬
郷
セ
ヵ
村
と
伊
那
郡
六
ヵ
郷
（
上
伊
那
・
春
近
・
川
下
．

中
沢
・
藤
沢
・
入
野
谷
）
の
う
ち
、
藤
沢
郷
は
特
に
出
稼
ぎ
の
石
工
も
多
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
元
文
六
二
七
四
二
年
に
飯
田
藩
士
の
宮
崎
言
周
が
編
述
し
た
『
信

州
伊
那
郡
村
鑑
』
に
は
、
「
藤
沢
庄
十
六
ヶ
村
藤
沢
十
六
ヶ
村
二
石
切
五
百
人
程
有

テ
運
上
納
ル
」
と
あ
り
、
藤
沢
郷
か
ら
多
数
の
石
工
が
領
外
へ
出
稼
ぎ
を
し
て
運
上

（

９

）

金
を
納
め
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
表
１
恥
１
「
信
州
石
屋
北
原
口
兵
衛
」

の
「
北
原
」
と
は
伊
那
郡
藤
沢
郷
北
原
村
出
身
の
者
で
あ
ろ
う
．
銘
に
出
身
地
を
北

原
村
と
記
し
た
も
の
（
恥
偲
・
弱
・
“
・
囮
や
、
北
原
姓
と
記
し
た
北
原
村
出
身

者
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
（
恥
６
．
ｕ
・
訓
・
詔
［
一
基
中
に
二
人
の
北
原
姓
あ
り
］
、

蛇
・
鯛
・
別
・
弱
・
弱
・
“
・
鮨
・
泥
・
両
）
と
、
先
の
恥
１
を
含
め
る
と
十
四
基
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（
４
）
石
工
の
協
働

石
工
が
石
造
物
を
製
作
す
る
際
に
は
、
単
独
又
は
複
数
の
石
工
と
協
働
の
場
合
が
あ

っ
た
。
最
多
人
数
が
携
わ
っ
て
い
た
の
は
表
１
恥
３
「
信
州
高
遠
領
忠
兵
衛
長

五
郎
甚
助
与
茂
之
丞
磯
右
衛
門
源
左
衛
門
伊
左
衛
門
甚
五
兵
衛
」
で
、

八
人
の
石
工
が
大
型
（
六
二
×
二
九
×
七
○
四
の
手
水
鉢
を
製
作
し
て
い
る
。
さ

ら
に
石
工
が
協
働
し
た
も
の
の
中
に
は
、
信
濃
国
内
の
出
身
地
が
異
な
る
石
工
が
協
働

し
た
場
合
と
信
濃
国
と
他
国
の
石
工
が
協
働
し
た
場
合
と
が
あ
る
．
前
者
は
恥
型
「
石

工

当

国

田

村

平

四

朗

信

州

国

田

原

直

右

衛

門

信

州

殿

島

喜

左

衛

門

同

甚
七
」
と
あ
り
、
信
濃
国
内
の
出
身
地
が
異
な
る
三
人
の
石
工
と
相
模
国
の
石
工
一
名

が
協
働
を
し
て
い
る
（
「
信
州
国
田
原
」
は
高
遠
藩
領
春
近
郷
田
原
村
「
信
州
殿
島
」

は
同
春
近
郷
殿
島
で
あ
ろ
う
）
。
後
者
は
恥
訓
「
石
工
煤
ヶ
谷
三
右
衛
門
同
藤

兵
衛
同
六
左
衛
門
信
州
太
左
衛
門
」
と
あ
り
煤
ヶ
谷
〈
神
奈
川
県
清
川
村
）

の
石
工
と
、
恥
記
「
生
国
信
州
高
遠
石
工
清
七
江
戸
本
石
町
石
工
長
次
郎
」

（

、

）

と
あ
り
江
戸
（
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
）
の
石
工
と
協
働
し
て
い
る
。
上
記
の
協
働
製

作
か
ら
は
、
「
信
州
出
身
の
石
屋
は
、
在
地
の
石
屋
を
シ
タ
ノ
モ
ン
と
か
村
の
モ
ン
（
者
）

と
い
っ
た
が
、
仕
事
上
は
特
に
区
別
が
な
か
っ
た
と
い
う
」
と
い
う
聞
き
書
き
が
想
起

（

Ⅲ

）

さ
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
出
身
地
を
離
れ
た
他
国
で
の
石
工
稼
業
に
は
地
元
の
石
工
と

（

岨

）

利
権
を
め
ぐ
っ
て
衝
突
が
発
生
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

に
な
り
、
信
濃
国
出
身
の
石
工
の
中
で
は
藤
沢
郷
北
原
村
と
記
し
た
も
の
が
最
も
多

い
。
そ
れ
に
次
ぐ
の
が
藤
沢
郷
荒
町
村
出
身
者
に
よ
る
も
の
で
四
基
あ
る
（
恥
２
．

副
・
弱
・
妬
）
。

二
高
遠
石
工
自
身
の
墓
石
と
過
去
帳

出
稼
ぎ
に
赴
い
た
高
遠
石
工
は
、
藩
へ
運
上
金
を
納
め
る
た
め
に
帰
郷
し
た
が
、
中

（
１
）
造
立
年
代

ピ
ー
ク
は
一
七
六
一
年
～
一
七
七
○
年
の
間
で
あ
り
、
一
八
○
○
年
頃
ま
で
は
比

較
的
造
立
数
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
は
以
前
の
数
に
比
べ
る
と
低
調
で
あ
る
。
こ
の

時
期
は
庶
民
信
仰
の
隆
盛
に
よ
り
石
造
物
が
増
加
し
た
り
庶
民
が
墓
石
を
建
て
始
め

た
り
す
る
時
期
で
あ
る
た
め
、
石
工
に
は
そ
の
受
注
も
多
々
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
で

き
る
が
造
立
数
は
そ
れ
に
呼
応
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
に
対
す
る
答
え
は
ま
だ
持

前
述
し
た
県
内
の
高
遠
石
工
の
活
動
に
関
す
る
（
１
）
～
（
４
）
の
視
点
の
う
ち
、

（
１
）
。
（
２
）
．
（
３
）
に
つ
い
て
は
明
確
な
傾
向
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
で
は

そ
の
ま
と
め
と
課
題
を
三
点
挙
げ
て
み
よ
う
。

に
は
帰
郷
で
き
ず
に
出
稼
ぎ
地
で
没
し
た
者
も
い
た
。
厚
木
市
七
沢
の
広
沢
寺
や
伊

き

た

い

勢
原
市
日
向
の
名
主
で
あ
っ
た
鍛
代
家
に
は
高
遠
石
工
自
身
の
墓
石
や
過
去
帳
が
残

さ
れ
て
い
る
。
当
家
で
は
高
遠
石
工
が
寄
宿
し
な
が
ら
石
材
加
工
を
行
っ
て
い
た
と

さ
れ
て
い
る
。
表
３
は
、
郷
里
を
離
れ
た
地
で
没
し
た
石
工
や
そ
の
家
族
の
墓
石
又

は
過
去
帳
の
一
覧
で
あ
る
．
墓
石
又
は
過
去
帳
に
は
、
石
工
自
身
の
名
前
の
他
に
、
出

身
地
、
享
年
、
戒
名
、
主
従
・
血
縁
関
係
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
恥
Ｍ
「
信
州
高

遠
藤
沢
荒
町
村
俗
名
伊
藤
彦
八
行
年
二
十
五
歳
半
左
衛
門
弟
」
と
恥
咽
「
信

州
高
遠
藤
沢
荒
町
村
俗
名
伊
藤
彦
八
行
年
七
十
七
歳
半
左
衛
門
父
」
は
血
縁

者
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
恥
岨
「
信
州
石
工
国
太
郎
母
」
や
恥
羽
「
本
覚
自
性
大

姉
信
州
上
伊
那
郡
長
藤
村
黒
沢
笠
原
宇
之
太
郎
妻
登
良
」
の
よ
う
に
石
工
の
家

族
の
墓
石
も
残
さ
れ
て
い
る
。
墓
石
や
過
去
帳
か
ら
み
る
最
多
の
出
身
地
は
、
藤
沢

郷
の
荒
町
村
で
あ
っ
た
雨
６
．
９
・
昭
・
皿
・
巧
・
肥
・
羽
）
。
表
中
以
外
で
は
、

（

咽

）

鍛
代
家
に
は
八
基
の
石
工
の
墓
石
の
他
に
二
基
の
童
子
と
さ
れ
る
墓
も
あ
る
。

お
わ
り
に
ｌ
ま
と
め
に
か
え
て
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（
３
）
石
工
の
出
身
地

石
工
が
出
稼
ぎ
に
赴
く
際
は
、
行
き
先
、
自
身
の
名
前
、
寄
宿
先
、
不
在
中
を
引

き
受
け
る
者
を
記
し
た
書
上
帳
を
藩
の
役
人
等
へ
提
出
し
た
。
今
回
の
分
析
で
は
、
北

原
村
と
荒
町
村
出
身
と
み
ら
れ
る
石
工
が
最
多
で
あ
っ
た
が
、
高
遠
石
工
の
出
身
地

で
あ
る
伊
那
市
に
残
る
書
上
帳
と
出
稼
ぎ
地
に
遺
さ
れ
た
作
者
名
と
を
併
せ
て
考
察

す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

石
工
は
製
作
し
た
製
品
全
て
に
自
身
の
名
前
や
出
身
地
を
刻
ん
だ
わ
け
で
は
な

い
．
例
え
ば
墓
石
（
石
工
自
身
の
墓
石
は
除
く
）
、
石
臼
、
建
築
物
の
基
壇
・
石
垣
な

ど
の
生
活
の
中
の
身
近
な
も
の
も
高
遠
石
工
は
携
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ

ら
に
石
工
銘
は
記
さ
れ
な
い
た
め
に
そ
の
活
動
の
全
て
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で

（
２
）
造
立
地
域

表
２
で
示
し
た
よ
う
に
七
沢
石
の
産
出
地
で
あ
る
愛
甲
郡
と
大
住
郡
を
中
心
に
し

て
、
地
域
的
な
偏
り
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
高
遠
石
工
の
活
動
範
囲
と

も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
近
年
は
七
沢
石
製
品
の
流
通
と
高
遠
石
工
の
活

動
を
関
連
づ
け
る
研
究
が
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
平
塚
市
域
で
は
内
陸
部
（
七
沢
石

（

Ｍ

）

の
産
出
地
に
近
い
北
西
部
）
に
、
横
浜
市
域
で
は
鶴
見
川
上
流
に
そ
の
活
動
範
囲
が

（

胆

）

み
ら
れ
る
と
い
う
報
告
が
あ
る
．
一
方
で
、
相
模
湾
沿
岸
、
相
模
川
下
流
域
、
鶴
見

川
下
流
域
で
は
県
西
部
で
産
出
す
る
安
山
岩
製
の
製
品
が
多
く
あ
り
、
石
の
流
通
に

は
川
や
海
の
水
運
を
利
用
し
て
運
ば
れ
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
今
後
は
他
の
地
域

に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
た
石
質
の
違
い
や
、
高
遠
石
工
と
高
遠
石
工
以
外
の
石
工
（
出

稼
ぎ
先
の
在
地
側
の
石
工
）
と
の
関
連
性
を
探
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
出
稼
ぎ
を
さ
せ
た
要
因
と
し
て
高
遠
の
経
済
状
況
や
藩
政

と
併
せ
て
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

あ
る
。
ま
た
、
石
造
物
に
よ
っ
て
は
風
化
に
よ
っ
て
銘
の
摩
滅
又
は
亡
失
し
て
し
ま

っ
た
も
の
も
あ
る
。
そ
こ
で
必
要
と
な
る
の
は
、
他
国
で
の
高
遠
石
工
の
活
動
と
も

併
せ
て
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
．
今
日
の
高
遠
石
工
に
関
す
る
研
究
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
内
の
分
析
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
統
合
・
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ

り
具
体
的
な
高
遠
石
工
の
活
動
実
態
を
つ
か
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。

補
足
な
が
ら
、
本
文
で
挙
げ
た
石
造
物
以
外
に
も
高
遠
石
工
の
活
動
の
足
跡
と
し

て
名
工
と
し
て
知
ら
れ
る
守
屋
貞
治
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。
守
屋
貞
治
（
明
和
二

［
一
七
六
五
］
～
天
保
三
［
一
八
三
二
］
年
）
は
、
高
遠
藩
藤
沢
郷
塩
供
村
［
伊
那
市

高
遠
町
長
藤
］
の
生
ま
れ
で
、
天
保
二
二
八
三
二
年
に
自
身
の
生
涯
の
中
で
手

が
け
た
石
造
物
を
『
石
仏
菩
薩
細
工
』
に
ま
と
め
た
。
そ
の
記
載
の
中
に
は
．

（

焔

）

延
命
地
蔵
サ
ガ
ミ
足
柄
郡
山
北
村
」
と
あ
る
が
、
山
北
町
内
に
守
屋
貞
治
の
銘

が
記
さ
れ
た
地
蔵
の
報
告
は
未
見
で
あ
る
．

主一
三
口（

１
）
特
別
展
図
録
「
石
展
」
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
二
○
一
六
年
。

（
２
）
「
七
沢
石
」
『
野
だ
ち
の
石
造
物
」
厚
木
市
教
育
委
員
会
、
一
九
七
二
年
、
二
六
六
～
二
七
九
頁
。

『
厚
木
の
職
人
史
」
県
央
史
談
会
、
一
九
八
○
年
、
五
五
～
七
三
頁
。

（
３
）
「
相
模
に
お
け
る
高
遠
石
工
の
石
造
物
」
「
か
な
が
わ
文
化
財
』
一
二
、
神
奈
川
県
文
化
財
協

会

、

二

○

一

五

年

、

一

二

～

四

一

頁

。

（
４
）
な
ぜ
高
遠
出
身
の
石
工
が
他
国
で
石
屋
業
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
元
禄
四

（
一
六
九
二
年
に
先
代
の
鳥
居
氏
に
替
わ
り
摂
津
国
か
ら
高
遠
へ
内
藤
清
枚
が
入
封
し
、
そ

の
支
配
は
明
治
維
新
に
至
る
ま
で
続
い
た
・
内
藤
氏
が
入
封
す
る
前
年
に
は
幕
命
に
よ
り
松
代

藩
三
代
藩
主
真
田
幸
道
が
厳
し
く
高
遠
藩
の
検
地
を
行
い
、
そ
の
結
果
常
に
財
政
難
に
あ
え
ぐ

こ
と
と
な
っ
た
。
高
遠
石
工
を
各
地
に
輩
出
し
た
理
由
と
し
て
、
『
高
遠
町
誌
」
で
は
以
下
の

七

つ

の

理

由

を

挙

げ

て

い

る

。

一

高

遠

領

内

の

藤

沢

郷

・

入

野

谷

郷

は

山

間

部

で

耕

地

狭

く

、

地

味

も

や

せ

て

お

り

、
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農
耕
だ
け
で
は
生
計
が
立
ち
難
か
っ
た
。
そ
こ
で
家
計
を
立
て
る
た
め
に
何
か
道
を

求

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ

た

。

二
幸
せ
な
こ
と
に
藤
沢
郷
・
野
谷
郷
地
籍
に
は
、
俗
称
高
遠
石
又
は
青
石
と
い
っ
て
、

閃
緑
岩
・
安
山
岩
な
ど
の
産
出
が
所
々
に
あ
り
、
ま
た
花
崗
岩
も
産
出
し
た
。

三
採
石
、
石
積
等
な
ら
ば
最
低
ゲ
ン
ノ
ウ
一
丁
、
ク
サ
ビ
若
干
あ
れ
ば
間
に
合
っ
た
。

石
材
が
あ
り
、
道
具
の
入
費
が
か
か
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
石
工
は
最
も
と
り
つ
き
易
い

道

で

あ

っ

た

。

四
本
石
切
に
な
れ
ば
日
当
も
高
く
と
れ
た
。

五
飢
饅
・
洪
水
・
厄
病
等
が
し
ば
し
ば
起
こ
り
、
庶
民
は
神
仏
に
頼
る
た
め
、
諸
種
の

講
が
結
成
さ
れ
、
江
戸
中
後
期
に
は
社
寺
の
巡
拝
が
繁
く
行
わ
れ
、
石
仏
・
石
塔
・

石
碑
・
社
寺
の
石
造
物
な
ど
の
造
立
が
盛
ん
に
な
り
、
石
工
の
仕
事
が
繁
昌
し
た
。

六
高
遠
藩
は
石
工
の
旅
稼
ぎ
を
奨
励
し
た
・
藩
財
政
を
補
う
為
に
稼
ぎ
高
に
課
す
運
上

金

が

目

的

で

あ

っ

た

。

七
藤
沢
郷
・
入
野
谷
郷
等
で
村
内
多
数
の
石
工
達
の
か
も
す
雰
囲
気
は
、
年
少
者
を
も

刺
激
し
、
続
々
と
後
継
者
を
輩
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
高
遠
町
誌
編
纂
委
員
会
『
高
遠
町
誌
』
上
歴
史
二
、
高
遠
町
誌
刊
行
会
、
一
九

八

三

年

、

二

七

三

～

二

七

四

頁

）

通
説
的
に
、
高
遠
石
工
の
出
稼
ぎ
の
理
由
と
し
て
高
遠
藩
に
入
封
し
た
内
藤
氏
の
経
済
政
策
で

あ
る
一
及
び
六
を
中
心
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
笹
本
正
治
は
い
ず
れ
の
説
に
も

否
定
的
で
あ
る
。
笹
本
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
高
遠
は
江
戸
時
代
以
前
ま
で
は
交
通
の
要
衝
で

あ
っ
た
た
め
に
い
ち
早
く
社
会
の
需
要
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
と
、
中
世
期
か
ら
番

匠
、
鍛
冶
屋
、
板
を
作
る
職
人
ら
が
集
住
し
て
お
り
石
工
の
要
望
に
沿
っ
た
道
具
を
即
座
に
作

る
こ
と
が
出
来
た
、
等
と
し
て
い
る
（
「
全
国
に
羽
ば
た
い
た
高
遠
石
工
」
「
再
発
見
！
高
遠
石

工
」
、
二
○
○
五
年
、
一
二
九
～
一
七
五
頁
）
。
し
か
し
な
が
ら
筆
者
に
は
笹
本
の
指
摘
す
る
と

こ
ろ
の
条
件
は
高
遠
以
外
に
も
当
て
は
ま
り
、
こ
れ
が
高
遠
特
有
で
、
当
地
域
か
ら
石
工
が
輩

出
さ
れ
た
決
定
的
な
理
由
に
な
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
、
秋
山
敬
も
高
遠
石
工
の
出
稼
ぎ

は
内
藤
氏
の
奨
励
策
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
藩
政
以
前
の
高
遠
石
工
の
作

例
と
し
て
、
山
梨
県
甲
府
市
湯
山
の
塩
沢
寺
の
無
縫
塔
（
正
保
五
［
一
六
四
八
］
）
年
）
及
び

南
ア
ル
プ
ス
市
上
宮
地
の
八
幡
神
社
の
鳥
居
（
寛
文
十
一
［
一
六
七
一
］
年
）
を
挙
げ
て
、
内

藤
氏
の
藩
政
開
始
時
期
と
時
を
同
じ
く
し
て
「
高
遠
石
工
」
の
銘
が
登
場
す
る
の
は
、
「
出
稼

ぎ
が
こ
の
時
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
藩
の
［
公
認
］
に
よ
っ
て
在
地

名
を
刻
む
こ
と
に
対
す
る
石
工
達
の
心
理
的
規
制
が
弱
ま
っ
た
た
め
と
み
る
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
し
て
い
る
（
「
近
世
甲
斐
に
お
け
る
高
遠
石
工
」
「
再
発
見
！
高
遠
石
工
』
、
二
○
○
五

年

、

三

八

～

三

九

頁

）

。

（
５
）
七
沢
石
製
の
石
造
物
の
中
で
、
最
古
の
紀
年
名
を
持
つ
も
の
は
、
平
塚
市
北
金
目
の
不
動
院
の

参
道
に
祀
ら
れ
て
い
る
地
蔵
で
、
万
治
二
（
一
六
五
九
）
年
の
銘
が
あ
る
。

（
６
）
二
○
一
五
年
の
筆
者
聞
き
書
き
調
査
。
厚
木
市
七
沢
で
長
年
石
工
を
さ
れ
て
い
た
前
場
近
氏
の

御

教

示

に

よ

る

。

（
７
）
同
前
（
４
）
、
「
高
遠
町
誌
」
、
二
八
四
頁
。
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
十
月
と
安
政
四
（
一
八

五
七
）
年
十
二
月
作
成
の
「
御
取
箇
外
物
帳
」
で
、
高
遠
領
の
石
工
が
納
め
た
運
上
金
を
比
較

す
る
と
、
藤
沢
郷
と
入
野
谷
郷
で
は
そ
の
額
が
増
加
し
て
お
り
、
運
上
金
の
増
額
が
石
工
活
動

の
拡
大
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
両
郷
で
は
石
工
の
活
動
が
活
発
に
な
っ

て
い
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
・
反
対
に
高
遠
石
工
の
活
動
が
減
退
し
た
理
由
に
し
ば
し

ば
養
蚕
業
の
隆
盛
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
両
「
御
取
箇
外
物
帳
」
の
「
蚕
種
運
上
金
」
額
は
ほ
ぼ

横
ば
い
で
あ
る
（
長
野
県
『
長
野
県
史
」
近
世
史
料
編
四
（
二
南
信
地
方
、
社
団
法
人
長

野
県
史
刊
行
会
、
二
一
三
～
二
一
四
、
二
二
八
～
二
三
○
頁
）
。
こ
こ
で
は
宝
暦
七
年
に
お
け

る
江
戸
で
の
金
一
両
に
つ
き
銭
が
四
、
一
八
五
～
四
、
三
一
○
貫
文
で
あ
る
た
め
、
一
両
を
四
三

○
○
文
と
し
て
算
出
し
た
（
村
山
直
・
高
橋
正
彦
監
修
「
日
本
史
資
料
総
覧
」
、
東
京
書
籍
、
一

九
八
六
年
、
一
七
四
、
一
七
九
頁
）
。

（
８
）
同
前
（
４
）
、
笹
本
、
一
四
二
～
一
四
四
頁
。

（
９
）
「
新
編
信
濃
史
料
叢
書
」
四
、
信
濃
史
料
刊
行
会
、
一
九
七
一
年
、
二
○
二
頁
。
同
前
（
４
）
、

「
高
遠
町
誌
」
、
二
八
五
頁
に
も
藤
沢
郷
の
石
工
は
、
相
模
、
甲
斐
、
上
野
へ
出
稼
ぎ
に
向
か
っ

た

者

が

多

か

っ

た

と

あ

る

。

（
ｍ
）
愛
川
町
小
沢
の
諏
訪
神
社
の
棟
札
（
明
和
八
［
一
七
一
二
年
）
に
も
「
信
州
石
屋
太
左
衛

門
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
地
元
の
大
工
、
木
挽
き
、
屋
根
屋
ら
と
協
働
し
て
社
殿
を
造
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
愛
川
町
文
化
財
保
護
委
員
会
「
愛
川
町
の
小
祠
・
小
堂
ｌ
高
峰
地
区
Ｉ
」
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（
略
）
同
前
（
７
）
、
「
長
野
県
史
』
、
四
○
九
～
四
二
頁

（
鴫
）
横
浜
市
歴
史
博
物
館
『
鶴
見
川
流
域
の
く
ら
し
生
業
・
水
運
・
信
仰
」
横
浜
市
歴
史
博
物

館
・
横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団
、
二
○
一
五
年
、
三
八
頁
。
横
浜
市
歴
史
博
物
館
・
「
歩
い

た
・
見
た
．
調
べ
た
横
浜
市
歴
史
博
物
館
民
俗
に
親
し
む
会
鶴
見
川
流
域
フ
ィ
ー
ル

（
皿
）
早
田
旅
人
「
近
世
平
塚
周
辺
の
石
工
と
石
材
流
通
ｌ
石
工
銘
と
石
材
に
よ
る
試
論
」
「
平
塚
市

止
願
」
（
文
化
八
［
一
八
一
二
年
）
、
「
旅
稼
石
切
新
丁
場
一
件
答
申
臆

八
一
三
］
年
）
、
同
前
（
７
）
、
『
長
野
県
史
」
四
○
四
～
四
○
八
頁
等
。

（
喝
）
伊
勢
原
市
史
編
集
委
員
会
庸
勢
原
の
民
俗
ｌ
職
人
の
生
活
と
技
術
Ｉ
」
、

（
皿
）
同
前
（
４
）
、
「
高
遠
町
誌
」
、
二
八
○
～
二
八
四
頁
の
「
藤
沢
郷
石
切
仲
間
相
州
新
丁
場
差

止
願
」
（
文
化
八
［
一
八
一
二
年
）
、
「
旅
稼
石
切
新
丁
場
一
件
答
申
渡
し
」
（
文
化
十
［
一

愛

川

町

教

育

委

員

会

、

一

九

七

二

年

、

（
皿
）
厚
木
市
文
化
財
協
会
「
厚
木
の
民
俗
一

博
物
館
研
究
報
告
」
三
八
、
二
○
一
五
年
、
一
～
一
○
頁
。

ド
ワ
ー
ク
調
査
報
告
」
、
横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団
、
二
○
一
五
年
。

二

頁
○

頁
○

一
二
～
一
四
頁
。

（
生
業
二
」
厚
木
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
一
年
、
一

九
九
六
年
、
五
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20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 表
１
及
び
表
３
の
出
典

１
鈴
村
茂
「
厚
木
の
職
人
史
全
」
県
央
史
談
会
厚
木
支
部
、
一
九
八
○
年

２
厚
木
市
文
化
財
協
会
「
厚
木
の
民
俗
一
（
生
業
一
ご
厚
木
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
一
年

３
厚
木
市
教
育
委
員
会
「
野
だ
ち
の
石
仏
』
）
、
一
九
七
一
年

４
澤
田
五
十
二
「
相
模
の
高
遠
石
工
ｌ
高
遠
石
工
の
石
仏
を
訪
ね
て
ｌ
」
、
二
○
一
○
年
（
私
家
版
）

５
厚
木
市
教
育
委
員
会
「
七
沢
浅
間
神
社
と
そ
の
周
辺
に
関
す
る
調
査
」
、
一
九
八
五
年

６
厚
木
市
史
編
さ
ん
委
員
会
「
厚
木
市
史
史
料
（
二
神
社
編
』
、
一
九
七
二
年

７
伊
勢
原
市
文
化
財
協
会
『
伊
勢
原
市
石
造
物
調
査
報
告
書
一
岡
崎
地
区
」
伊
勢
原
市
教
育
委

員

会

、

二

○

○

九

年

８
伊
勢
原
市
教
育
委
員
会
「
伊
勢
原
の
金
石
文
」
、
一
九
七
二
年

９
伊
勢
原
市
教
育
委
員
会
「
伊
勢
原
の
民
俗
Ｉ
職
人
の
生
活
と
技
術
ｌ
」
、
一
九
九
六
年

加
秦
野
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
「
秦
野
の
石
仏
（
一
）
ｌ
大
根
・
南
地
区
ｌ
」
秦
野
市
教
育

伊
勢
原
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
「
伊
勢
原
の
庚
申
塔
」
伊
勢
原
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八

八

年

‐

相
模
原
市
市
史
編
さ
ん
室
、
二
○
○
九
年

相
模
原
市
立
博
物
館
『
大
島
地
区
の
自
然
と
文
化
」
、
一
九
九
九
年

服
部
比
呂
美
、
山
口
千
恵
子
「
梅
宗
寺
百
観
音
石
塔
調
査
報
告
」
「
相
模
原
市
史
ノ
ー
ト
』
六
、

早
田
旅
人
「
近
世
平
塚
周
辺
の
石
工
と
石
材
流
通
ｌ
石
工

博
物
館
研
究
報
告
自
然
と
文
化
」
三
八
、
二
○
一
五
年

「
近
世
平
塚
周
辺
の
石
工
と
石
材
流
通
ｌ
石
工
銘

杉
浦
満
寿
雄
「
相
州

二
○
一
四
年

筆
者
調
査

愛
川
町
教
育
委
員
会

耆
三
、
一
九
六
五
年

平
塚
市
博
物
館
「
平
塚
の
石
仏
・
改
訂
版
」
三
豊
田
地
区
編
、
二
○
○
○
年

清
川
村
文
化
財
保
護
委
員
会
「
清
川
村
の
郷
土
史
」
清
川
村
教
育
委
員
会
、
一
九
八
○
年

南
足
柄
市
教
育
委
員
会
「
南
足
柄
市
石
造
物
調
査
報
告
書
」
三
、
一
九
八
○
年

杉
浦
満
寿
雄
「
相
州
大
山
山
麓
の
信
州
高
遠
石
工
」
「
あ
し
な
か
』
三
○
○
山
村
民
俗
の
会
、

委
員
会
、
一
九
九
八
年

と
石
材
に
よ
る
試
論
ｌ
」
『
平
塚
市

『
愛
川
町
の
野
立
ち
文
化
財
ｌ
高
峰
地
区
ｌ
」
愛
川
町
文
化
財
調
査
報
告

表
１
～
３
は
、
個
人
に
よ
る
報
告
や
論
文
、
県
内
の
各
市
町
村
が
発
行
し
た
全
て

の
民
俗
調
査
報
告
書
及
び
石
仏
調
査
報
告
書
、
執
筆
者
の
調
査
か
ら
抽
出
し
た
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
市
町
村
に
よ
っ
て
は
未
刊
の
報
告
書
や
内
容
に
粗
密
が
あ
る
た

め
、
今
回
作
成
し
た
表
の
抽
出
状
況
も
そ
れ
に
依
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
予
め
お

断
り
し
て
お
く
。
ま
た
、
銘
文
は
紙
面
の
都
合
上
、
石
工
に
関
す
る
部
分
の
み
を
掲

載
し
た
。

29 28 27 26 25 24 23 22 2130

山
北
町
文
化
財
保
護
委
員
会
「
山
北
の
石
造
物
」
山
北
町
教
育
委
員
会
、
一
九
九
六
年

南
足
柄
市
教
育
委
員
会
「
南
足
柄
市
石
造
物
調
査
報
告
書
」
一
、
一
九
七
八
年

篠
崎
信
「
海
老
名
の
庚
申
塔
」
海
老
名
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
、
一
九
九
六
年

藤
沢
市
「
藤
沢
市
史
」
一
資
料
編
、
一
九
七
○
年

平
塚
市
博
物
館
「
平
塚
の
石
仏
・
改
訂
版
」
八
金
田
地
区
編
、
二
○
一
三
年

平
塚
市
博
物
館
「
平
塚
の
石
仏
・
改
訂
版
』
二
城
島
地
区
編
、
一
九
九
九
年

平
塚
市
博
物
館
「
平
塚
の
石
仏
・
改
訂
版
」
七
岡
崎
地
区
編
、
二
○
二
年

平
塚
市
博
物
館
『
平
塚
の
石
仏
・
改
訂
版
」
二
城
島
地
区
編
、
一
九
九
九
年

秦
野
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
「
秦
野
の
石
仏
（
三
）
ｌ
北
・
東
地
区
ｌ
」
秦
野
市
教
育
委

員
会
、
二
○
○
○
年

横
浜
市
歴
史
博
物
館
民
俗
に
親
し
む
会
「
歩
い
た
・
見
た
。
調
べ
た
鶴
見
川
流
域
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
調
査
報
告
」
、
二
○
一
五
年
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